
日本企業の事業実施に向けた働きかけ（アンティグア・バーブーダ）
在バルバドス大使館

（１）背景

アンティグア・バーブーダにおいて、小規模分散型水循環システムの実証を行
っているWOTA株式会社（以下、「WOTA社」という）が、同国における水イ
ンフラの課題に応えるため、事業を計画していたが、課税等の障壁が存在し、
事業拡張に向けた同国政府とのコミットメント形成に時間を要していた。

（２）在外公館の対応
令和7年9月12日、当館は、ガストン・ブラウン首相を表敬訪問した際に、
WOTA社の事業にかかるアンティグア・バーブーダ側の検討加速化等を求めた。

（３）結果
その後、首相・関係閣僚とWOTA社の間でキックオフミーティングが開催され、
課題解決に向けた話し合いが行われた結果、アンティグア・バーブーダ政府と
WOTA社との間でコミットメントレターに署名がなされ、事業化実証の共同実
施、管轄大臣・政府機関の指定及び同社システムに関する免税が確認された。

政府への働きかけ形式

令和7年（2025年）９月12日開催日

在バルバドス大使館主催（共催）

WOTA株式会社関連企業

１ 概要

２ 成果
ガストン・ブラウン アンティグア・
バーブーダ首相と会談する宮坂大使

（右）

10月17日付けアンティグア・ニュース
において、アンティグア・バーブーダ、
日本のWOTA社と提携し、国家水安全
保障プログラムの立ち上げを行う旨報

じられた


